
組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
応
用
食
品
及
び
添
加
物
の
安
全
性
審
査
の
手
続
を
経
た
生
物

品
種
又
は
品
目

名
称

申
請

者

と
う
も
ろ
こ
し
耐
熱
性
X
`
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
産
生
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

3
2
7
2系

統
と
チ
ョ
ウ
目
害
虫
抵
抗
性
及
び
除
草
剤
グ
ル
ホ
シ

ネ
ー
ト
耐
性
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

B
t1
1系
統
を
掛
け
合
わ

せ
た
品
種

シ
ン
ジ
ェ
ン
タ
シ
ー
ド
株
式
会
社

と
う
も
ろ
こ
し
耐
熱
性
X
`
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
産
生
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

3
2
7
2系

統
と
コ
ウ
チ
ュ
ウ
目
害
虫
抵
抗
性
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
Ｍ
Ｉ

Ｒ
6
0
4系
統
を
掛
け
合
わ
せ
た
品
種

シ
ン
ジ
ェ
ン
タ
シ
ー
ド
株
式
会
社

と
う
も
ろ
こ
し
耐
熱
性
X
`
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
産
生
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

3
2
7
2系

統
と
除
草
剤
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
耐
性
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
Ｇ
Ａ

2
1系
統
を
掛
け
合
わ
せ
た
品
種

シ
ン
ジ
ェ
ン
タ
シ
ー
ド
株
式
会
社

と
う
も
ろ
こ
し
耐
熱
性
X
`
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
産
生
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

3
2
7
2系

統
と
チ
ョ
ウ
目
害
虫
抵
抗
性
及
び
除
草
剤
グ
ル
ホ
シ

ネ
ー
ト
耐
性
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

B
t1
1系
統
と
コ
ウ
チ
ュ

ウ
目
害
虫
抵
抗
性
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
Ｍ
Ｉ
Ｒ

6
0
4系
統
を

掛
け
合
わ
せ
た
品
種

シ
ン
ジ
ェ
ン
タ
シ
ー
ド
株
式
会
社

と
う
も
ろ
こ
し
耐
熱
性
X
`
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
産
生
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

3
2
7
2系

統
と
チ
ョ
ウ
目
害
虫
抵
抗
性
及
び
除
草
剤
グ
ル
ホ
シ

ネ
ー
ト
耐
性
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

B
t1
1系
統
と
除
草
剤
グ

リ
ホ
サ
ー
ト
耐
性
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
Ｇ
Ａ
2
1系
統
を
掛
け

合
わ
せ
た
品
種

シ
ン
ジ
ェ
ン
タ
シ
ー
ド
株
式
会
社

と
う
も
ろ
こ
し
耐
熱
性
X
`
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
産
生
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

3
2
7
2系

統
と
コ
ウ
チ
ュ
ウ
目
害
虫
抵
抗
性
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
Ｍ
Ｉ

Ｒ
6
0
4系
統
と
除
草
剤
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
耐
性
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
Ｇ
Ａ
2
1系
統
を
掛
け
合
わ
せ
た
品
種

シ
ン
ジ
ェ
ン
タ
シ
ー
ド
株
式
会
社

と
う
も
ろ
こ
し
耐
熱
性
X
`
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
産
生
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

3
2
7
2系

統
と
チ
ョ
ウ
目
害
虫
抵
抗
性
及
び
除
草
剤
グ
ル
ホ
シ

ネ
ー
ト
耐
性
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

B
t1
1系
統
と
コ
ウ
チ
ュ

ウ
目
害
虫
抵
抗
性
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
Ｍ
Ｉ
Ｒ

6
0
4系
統
と

除
草
剤
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
耐
性
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
Ｇ
Ａ
2
1系

統
を
掛
け
合
わ
せ
た
品
種

シ
ン
ジ
ェ
ン
タ
シ
ー
ド
株
式
会
社

平成™™年�月œ日 月曜日 第œš›�号官 報

熊

本

県

熊
本
県
庁
行
政
棟
本
館

熊
本
市
水
前
寺
六
丁
目
一
八
番
一
号

大

分

県

大
分
県
庁
舎
別
館

大
分
市
府
内
町
三
丁
目
一
〇
番
一
号

宮

崎

県

宮
崎
県
庁
七
号
館

宮
崎
市
旭
一
丁
目
三
番
六
号

鹿
児
島
県

鹿
児
島
県
庁
行
政
庁
舎

鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
一
〇
番
一
号

沖

縄

県

沖
縄
県
庁
舎

那
覇
市
泉
崎
一
丁
目
二
番
二
号

三

出
願
の
期
限
等

（
一
）
出
願
書
類
を
書
面
に
よ
り
文
部
科
学
省
に
提
出
す
る
場
合

平
成
二
十
二
年
八
月
二
〇
日
（
金
）
か
ら
同
年
九
月
七
日
（
火
）
ま
で
（
平
成
二
十
二
年
九
月
七
日
（
火
）

ま
で
の
消
印
が
あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付
け
る
。）。

（
二
）
そ
の
他

受
験
手
続
そ
の
他
受
験
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
文
部
科
学
省
生
涯
学
習
政
策
局
生
涯
学
習
推
進
課
（
東

京
都
千
代
田
区
霞
が
関
三
丁
目
二
番
二
号
、
電
話
番
号
〇
三
（
五
二
五
三
）
四
一
一
一
（
内
線
二
六
四
三
）
土

曜
日
、
日
曜
日
及
び
祝
日
を
除
く
。）に
行
う
こ
と
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
七
十
一
号

次
に
掲
げ
る
組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
生
物
に
つ
い
て
は
、
食
品
、
添
加
物
等
の
規
格
基
準
（
昭
和

三
十
四
年
厚
生
省
告
示
第
三
百
七
十
号
）
第
１
Ａ
第
二
款
に
規
定
す
る
安
全
性
審
査
の
手
続
を
経
た
の
で
、
組
換
え
Ｄ

Ｎ
Ａ
技
術
応
用
食
品
及
び
添
加
物
の
安
全
性
審
査
の
手
続
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
二
百
三
十
三
号
）
第
三
条
第

四
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
す
る
。

平
成
二
十
二
年
七
月
五
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
九
百
九
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
二
年
七
月
五
日

農
林
水
産
大
臣

山
田

正
彦

一

保
安
林
の
所
在
場
所

徳
島
県
名
西
郡
神
山
町
阿
野

字
松
尾
四
四
四
の
三
、
四
八
五
の
一
、
字
宮
分
五
一
一

の
一
、
鬼
籠
野
字
中
内
二
五
〇
、
二
五
一
の
一
、
二
五

二
の
一
、
二
五
五
、
二
五
六
の
一
、
二
五
六
の
二
、
神

領
字
東
青
井
夫
三
九
一
の
九
、
三
九
一
の
一
四
、
三
九

一
の
一
五
、
三
九
一
の
二
三
、
字
南
野
間
八
の
二
、
八

の
三
、
下
分
字
拝
府
二
〇
七
か
ら
二
〇
九
ま
で
、
字
長

野
五
五
、
上
分
字
金
泉
一
〇
八
五
、
一
一
三
〇
、
字
大

中
尾
八
三
〇
の
二

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

松
尾
四
四
四
の
三
、
四
八
五
の
一
、
字
宮
分

五
一
一
の
一
・
字
中
内
二
五
〇
・
二
五
一
の
一
・

二
五
二
の
一
・
二
五
五
・
二
五
六
の
一
・
二
五
六

の
二
・
字
東
青
井
夫
三
九
一
の
九
・
三
九
一
の
一

四
・
三
九
一
の
一
五
・
三
九
一
の
二
三
・
字
南
野

間
八
の
二
・
八
の
三
・
字
拝
府
二
〇
七
か
ら
二
〇

九
ま
で
・
字
長
野
五
五
・
字
金
泉
一
〇
八
五
・
一

一
三
〇
・
字
大
中
尾
八
三
〇
の
二
（
以
上
二
十
筆

に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
九
百
九
十
五
号

地
す
べ
り
等
防
止
法（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
号
）

第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
地
域
を
地
す
べ
り

防
止
区
域
に
指
定
す
る
。

平
成
二
十
二
年
七
月
五
日

農
林
水
産
大
臣

山
田

正
彦

新
潟
県
白
瀬
地
す
べ
り
防
止
区
域

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
標

柱
七
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
七
号
か
ら
二
級

河
川
白
瀬
川
右
岸
官
民
地
境
界
線
に
沿
っ
て
標
柱
一
号
に

至
る
線
に
囲
ま
れ
た
区
域

新
潟
県
佐
渡
市
白
瀬

字
越
戸
口

二
五
五
番
三

標
柱
一
号

字
二
ノ
瀬

二
四
七
番
一

標
柱
二
号

字
大
平

八
三
七
番
四
二
三

標
柱
三
号

八
三
七
番
三
八
八

標
柱
四
号

八
三
七
番
四
六
二

標
柱
五
号

字
二
ノ
瀬

二
四
七
番
七

標
柱
六
号

字
越
戸
口

二
五
三
番
三

標
柱
七
号

静
岡
県
御
林
北
地
す
べ
り
防
止
区
域

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
（
御
林

地
す
べ
り
防
止
区
域
標
柱
六
号
（
平
成
二
十
一
年
三
月
十

八
日
農
林
水
産
省
告
示
第
三
百
五
十
九
号
））か
ら
標
柱
八

号
（
御
林
地
す
べ
り
防
止
区
域
標
柱
八
号
）
ま
で
を
順
次

結
ん
だ
線
及
び
標
柱
八
号
か
ら
御
林
地
す
べ
り
防
止
区
域

の
境
界
線
に
沿
っ
て
標
柱
一
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た

区
域

静
岡
県
掛
川
市

日
坂
字
中
平

六
一
一
番
四

標
柱
一
号

日
坂
字
清
浄
山

六
一
二
番
二
七

標
柱
二
号

標
柱
三
号

標
柱
四
号

標
柱
五
号

東
山
字
白
津
倉

二
〇
一
六
番
一

標
柱
六
号

日
坂
字
清
浄
山

六
一
二
番
四
九

標
柱
七
号

六
一
二
番
一

標
柱
八
号

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
九
百
九
十
六
号

地
す
べ
り
等
防
止
法（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
号
）

第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
地
域
を
地
す
べ
り

防
止
区
域
に
追
加
指
定
す
る
。

平
成
二
十
二
年
七
月
五
日

農
林
水
産
大
臣

山
田

正
彦

新
潟
県
小
白
倉
地
す
べ
り
防
止
区
域

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
（
既
指

定
区
域
標
柱
二
号
（
平
成
十
八
年
九
月
二
十
五
日
農
林
水

産
省
告
示
千
二
百
七
十
六
号
））か
ら
標
柱
五
号
（
中
立
山

上
地
す
べ
り
防
止
区
域
（
昭
和
六
十
三
年
三
月
十
八
日
建

設
省
告
示
第
八
百
二
十
四
号
））ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
、

標
柱
五
号
か
ら
中
立
山
上
地
す
べ
り
防
止
区
域
の
境
界
に

沿
っ
て
標
柱
六
号
（
既
指
定
区
域
標
柱
四
号
（
平
成
十
八

年
九
月
二
十
五
日
農
林
水
産
省
告
示
千
二
百
七
十
六
号
））

を
結
ん
だ
線
、
標
柱
六
号
か
ら
既
指
定
区
域
の
境
界
線
に

沿
っ
て
標
柱
一
号
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
区
域

新
潟
県
十
日
町
市
浦
田

字
月
池

六
〇
五
九
番
二

標
柱
一
号

字
大
倉
山

五
〇
五
九
番
一
一
五

標
柱
二
号

五
〇
五
九
番
一
〇
五

標
柱
三
号

五
〇
五
九
番
一
〇
〇

標
柱
四
号

五
〇
五
九
番
一
〇
一

標
柱
五
号

字
木
和
田
原

五
六
三
三
番
四
三

標
柱
六
号
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